
 

 

 

 

 

 

今年度の事務職員協議会の広報紙第１号は、学校間連携会議での取り組み「プライバシーポリシー」と｢地域連携｣

について紹介します。各学校の現状と千歳市の取り組み状況など、わかりやすくお伝えしていきますので、ぜひ一読

下さい。また、皆さんからのご意見ご要望もお待ちしています。 

 

 

プライバシーポリシーに取り組んだきっかけ 

 ３年ほど前、千歳市内の教職員で個人情報の紛失による処分が連続でありました。これ を

きっかけに、千歳市では情報セキュリティガイドラインを作成し、学校から情報を持ち出す

場合に許可制を取るようになっています。また２０１３年度までに、市内の教職員に一人１台のパソコンを使えるように

する計画を進めています。 

パソコンで扱う情報に関しては一定の制限をもうけた一方で、教職員が集める情報（家庭環境調査等）新たに情報

となり得るモノ（テストの点数や行事の写真など）情報は沢山存在しますが、その保護は各学校に任されているのが

現状です。 

学校における個人情報保護の責任者は、校長であり、また統括するのは教頭となりますが、学校に関わる職員とし

て、また私たち事務職員も沢山の情報を取り扱うことから、個人情報保護に対して、もっとよりよい状況を作っていこう

と２年前よりプライバシーポリシーの取り組みを行うことにしました。 

 

各学校での個人情報保護の取り組みはどうなってるの？ 

 まず私たちが最初に行ったのは、各学校で個人情報保護の指針を示しているかを確認しました。 

（調査結果は２００９年度のものです） 

 

 

調査の結果を確認すると、①プライバシーポリシーを作成した学校は３分の１②経営案へ記載した学校も３分の１で

した。また３分の１は検討中・３分の１は予定なしとなっており、回答割合に大きな差がないことから、学校事情に任さ

れている現状を認識できる結果となりました。 

また記述回答として  ※質問事項｢プライバシーポリシーに関して、知りたいこと、やって欲しいこと｣ 

①個人情報の範囲を例示してほしい 

②情報に係わる他校の業務分担を知りたい 

③他団体（市教委・教頭会等）との調整が必要 

などの意見がよせられました。 

※この調査に対する各学校の回答者は、事務職員(１７校)・教頭先生（７校）でした。 

 

 

設問１．プライバシーポリシー作成状況について 

作成状況 校数 割合 

1 作成配布済 3 校 13% 

2 作成のみ 6 校 26% 

3 次年度以降検討 9 校 39% 

4 予定なし 5 校 22% 

設問２．プライバシーポリシーの経営案への記載 

経営案記載 校数 割合 

1 記載済 8 校 35% 

2 次年度以降検討 9 校 39% 

3 予定なし 6 校 26% 
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市教委の取り組みはどうなってるの？ 

次に行ったのは、千歳市教育委員会が個人情報保護に対して、どこまで取り組みを行っているかを確認することで

した。 

市教委の担当者と確認したところ、千歳市教育委員会として個人情報保護指針は出してはいないが、地方公務員

法の守秘義務と市の個人情報に関する条例で学校での個人情報保護をカバーしている。また昨年の９月、千歳市内

で個人情報の持ち出しによる情報紛失事故が相次いだことから、千歳市教育委員会情報セキュリティガイドラインを

作成し、ＰＣを利用した個人情報の取り扱いに対しルールを設けて、個人情報の紛失を防ぐ取り組みを行なっていると

の回答を得ました。 

 

現状から課題を整理してみました。 

先程の調査結果や千歳市の状況等から、個人情報保護に関する学校として取り組むべき課題を以下のように整理

してみました。 

課題１ 個人情報保護の取り組みを学校全体として取り組むこと（例…学校運営計画への記載等） 

課題２ 個人情報保護に対する学校の姿勢を保護者に説明すること（例…プライバシーポリシーの発行） 

課題３ 個人情報の管理について組織的に対応すること（例…市教委と学校が統一した対応を取る）  

個人情報保護に関する法律が制定されて以降、今現在も情報の流出は続いています。その大部分は教職員の不

注意と盗難によるものと言われています。しかし「情報を管理する」とは、①収集②活用③保管④廃棄までを範囲とし

ています。ですからパソコンで扱っている情報は、その一部分でしかありません。 

  

私たち事務職員も学校づくりにかかわる一員として「プライバシーポリシーに関する調査・研究」を行い、学校情報

活動や財政財務活動の中で生かしていこうと考えています。教育委員会＋教職員＋保護者の協力により、よりよい

情報の保護を行い、安心してこどもたちが生き生きと過ごせる学校づくりを行っていきたいと考えています。 

 

 

 「千歳市学校間連携会議」では市内の全校でとりくむ内容の他、中学校区を一つの「地域」

と押さえて、そこでグループを作ってとりくむ内容で連携をすすめています。 

  中学校区単位の連携は ⇒ 小・中学校で児童生徒は同じである 

                  ⇒ 小・中学校で保護者も同じである 

                  ⇒ 通学区域が同じである 

 ということを考え、「地域」の中で共通理解、共通認識に立ってとりくむべきこと、とりくんだ方が良いことがないかを

探っていこうと考えています。 

   １ 北進小中・緑小・北栄小・千歳小・支笏湖小・真町中・千歳中 

   ２ 高台小・末広小・北陽小・第二小・富丘中 

   ３ 祝梅小・日の出小・青葉中 

   ４ 信濃小・桜木小・北斗中 

   ５ 向陽台小・泉沢小・向陽台中 

   ６ 東小・駒里小中・東千歳中 

 以上の６グループで、具体的なすすめ方について現在、検討をすすめているところです。 

 

 

今回の取り組みに対して、皆様のご感想ご意見などをお待ちしています。下記のアドレスへ！ 
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